




ある日の遊び時間。

Nちゃんは、絵を描くことに自信がなく、「せんせい、

かいて」と頼まれました。それを傍で聞いていたAちゃ

んが、かっこよく、頼もしい言葉掛けをしながら、Ｎ

ちゃんの遊びを支えており、『素晴らしい！』と思い、

ヴィジブルを書きたいと思いました。

友だちからの励ましの言葉により自分で絵を完成できたことは自信に繋がったでしょうし、『友だちっていいな

♡』と心に残っていくこと思います。そして何より、Ａちゃんの言葉のマジックが嬉しくて、大人の介入なしに自

然とこの一連の流れが完結されたことに感動しました。

言葉のマジック♬すばらしい!

できない、できな
い。せんせい、ウ
サギかいて～。え
がじょうずじゃな
いねん。

れんしゅうしなできへん
で！！のぼりぼうもれん
しゅうしたら、のぼれる
ようになったやろ！！

ほらな！れん
しゅうしたらで
きたやろ！

簡単なイラスト集を用意してあげて、

傍で見守ってくれました。Ｎちゃんが

書きあげると・・・



 

 

A くんがバケツの入った水の中に、小さめのスコップを入れています。 

水をすくっているかと思ったら… 
 

 

 

 

 

スコップの底についている水を使って、 

木のカウンターに絵を描いています。 

何度も水をつけては描くのを繰り返していました。 

○保 ：何かいてるの？ 

○A ：パパのバイクかいたの。 

バイクの車輪の部分がよくわかります。水絵なので、 

すぐ乾いてしまいます。乾くたび何重にも重ねて描いてい

るのが印象的でした。 

A くんの頭の中にはパパのバイクがくっきりとイメージ

されているのでしょうね。 

 

左の絵は A くんが最近よく描いている絵です。 

幼児クラスになり色々な刺激を受ける中で、A くんの描く 

絵の感じが変わってきました。 

パパのバイクの絵にも生かされていますよね！ 

これからも色々なイメージを絵で表現してほしいです。 



年中児になった時から、「あのうえにのぼりたい！」と言っていたAちゃん。毎日のように練習

をするものの、悔しい思いをしていました。「できない。」「のぼれるようになりたい。」色々

な思いを胸に抱えている姿をずっと見守ってきました。

ここまでの過程で、いろいろな思いをしたことでしょう。でも、自分の目標を達成するために、毎日のように諦めずに頑張っ

たAちゃんが、目標を達成した時の気持ちは言葉にはならないほど嬉しかったでしょうし、私も嬉しかったです。目標を達成で

きたこの経験はこれからの糧になることと思います。これからの成長も楽しみです。感動をありがとう～♪

やった～!!やった～!!やった～!!

登り棒を掴んでは、ずるずると落ちてい
く・・・

「どうやってするん？」と悩みながら登り棒を
掴んでいるＡちゃん。

登り棒ではなく、今度はロープ側から挑
戦！！がんばれ、がんばれ！！ともだちも、Ａ
ちゃんが頑張っていることに気付いていて、
ずっと応援していました。

そしてとうとう！！「せんせい～」上の方か
ら声が聞こえると思ったら、Ａちゃんでした！
やった～♪

ここにいるよ～
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